
dSPACEのMicroAutoBox IIプロトタイピングシステムの新しいオプションとして、
リアルタイムプロセッサユニットとWindows/Linuxベースの Embedded PCを統
合したMicroAutoBox II Embedded PCを提供いたします。この 2つのシステムを
統合することにより、車載エレクトロニクス開発における最新トレンドに最適な、単
一の強力なシステムを形成し、また、自動車以外の用途にも適しています。

2つのシステムの長所を 
組み合わせたMicroAutoBox IIの 
新しいオプション

Twice
the Punch
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先進運転支援システムの需要
自動車業界では、交通安全の向上とCO2

排出量削減に対する要求が技術革新の
大きな原動力となっています。その最たる
例として、新世代の車の先進運転支援シ
ステムの開発プロジェクトが増加していま
す。先進運転支援システムでは車両環境
および交通状況の信頼性の高い認識が
鍵を握ります。これに関連して不可欠とな
るのは、ビデオカメラによるデータの取り
込みと映像処理および車両前方の認識範

図 1： す べ て を 1つ の シ ス テ ム に 統 合 – 
Embedded PCと Ethernetスイッチが統合され
た新しいMicroAutoBox II
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  シングルベンダによる単一システムとして統合
  総合的な I/O
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Linux

 リアルタイムプロセッサユニット 
 リアルタイムオペレーティングシステム
 リアルタイム制御
 時間要件の厳しいアプリケーションに最適
 

 PCベースのプラットフォーム 
 画像処理
 テレマティックス
 デジタルロードマップ
 タッチスクリーンなどのユーザインターフェース
 ...
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囲を拡大することです。これを実現するた
めのアプローチとして、デジタルロード
マップの予測評価に基づくものや、WLAN
またはモバイル通信経由の車両と環境間
の通信を使用するものがあります。

Embedded PCでのテレマティックス、
画像処理、およびデジタルマップデータ
への対応
ECU機能プロトタイピングでは、予測ロー
ドマップの評価、テレマティックスソフトウ
エアの計算処理、カメラデータに基づく物
体認識などのタスクは、一般的に
Embedded PCで実行されます。アダプ
ティブクルーズコントロール（ACC）、緊
急ブレーキアシスタンスなどの実際の制御
機能は、バスシステム経由で車内の ECU
ネットワークに接続されるリアルタイムプ
ロセッサユニット上で実行されます。

一体型の開発プラットフォーム
Embedded PC と 統 合 さ れ た
MicroAutoBox IIは、このようなシステム
の開発に適しています。MicroAutoBox II 
Embedded PCでは、一つのシステムに
リアルタイムプロセッサユニットと
Windows/Linuxベースの Embedded 
PCが統合されています。これにより、リア

ルタイムオペレーティングシステムを搭載
し、ワーストケース応答時間が非常に短い
IBM PowerPCと、Intel® Atom ™プロ
セッサ（1.6 GHz）の 2つが、多数のイン
ターフェースとともにユーザに提供されま
す。Embedded PCには、2 GB RAMと
2.5'' SATAハードディスク（HDD）また
はソリッドステートドライブ（SSD）も装備

実車での使用に必要なすべてを備えた 
コンパクトなシステム
新たに拡張されたMicroAutoBox IIは、
実車での使用に最適なシステムです。小型
で、堅牢な設計により配線が非常に簡単
で、リアルタイムプロトタイピングユニット
と Embedded PCは同期してオン／オフ
することが可能です。
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図 2：オールラウンドプレーヤー – 非常にシンプルな配線、自律動作に対応した多数のスイッチオプションを備えた dSPACE MicroAutoBox II Embedded PC

  先 進 運 転 支 援 シ ス テ ム の 開 発 に 対 応 し た 
統合ソリューション

されています。また、内蔵の Gigabit 
Ethernetスイッチにより、ホストPCは同
じ Ethernetケーブルを介してリアルタイ
ムプロトタイピングユニットとEmbedded 
PCにアクセスできます。Ethernetイン
ターフェースのスイッチと実装が選ばれた
のは、特に、高いデータスループットで低
い通信レイテンシを確保するためです。ま
た、組込みコントローラで Ethernetイン
ターフェースを容易にモデル化するための
Simulink®ブロックセットが提供されてい
ます。

たとえば、車のイグニッションスイッチを介
してパッシブ冷却されるシステム全体をリ
モート制御することなどが可能です。ある
いは、それぞれのユニットの電源を個別に
起動およびシャットダウンすることもでき
ます。Embedded PCの入力電圧レンジ
（7～ 32 VDC）、5 mA未満のスリープ
モード電流消費、過電圧保護はすべて、
実車への恒久的な設置に対応した設計と
なっています。
MicroAutoBox IIの用途の可能性は自動
車分野だけにとどまりません。工業オート
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メーション、ロボット工学、メディカルエン
ジニアリング、航空技術などの分野にも最
適で、ほとんどどのような用途にも対応す
ることができます。

各種インターフェースおよび柔軟な拡張
オプション
新しいMicroAutoBox II Embedded PC
ではモジュラー型コンセプトが採用されて
いるため、Intel Atomプロセッサの代わり
に他の組込み PCプロセッサを使用するこ
とができます。Embedded PCのフロント
パネルには、3 x Gigabit Ethernetコネク
タ、4 x USB 2.0インターフェース、および 
ビデオデータ送信用のDVI-I出力 1本を
備えています。このため、たとえば、システ
ム全体にタッチスクリーンを接続すること
などが可能となります。これらのインター
フェースを使用すると、オートバイなどのよ
うに車両テストにノートブックPCを持ち込
むのが適さないまたは不可能な用途も可
能になります。
MicroAutoBox II Embedded PC に
は、WLAN、モバイル通信、FireWireを
統合するために内蔵 PCIe MiniCardス
ロットと Express Cardスロットも備わっ
ています。n
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図 3：組込みコントローラと Embedded PCを備えたMicroAutoBox IIのブロック線図
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製品の特長
リアルタイムアプリケーションと
PCアプリケーションに対応したコ
ンパクトなラピッドプロトタイピ
ングシステム

n  モデルベース機能開発向け組込み
コントローラ

n  Windows/Linuxベースのアプリ
ケーション向け Embedded PC

n  個々のユニットをオン／オフするた
めのリモート制御オプション

n  コンパクトで堅牢な総合システム
n  冷却ファンなしで動作
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